
地域における男女共同参画を推進するためのプログラムデザイン

仕事や自分のやりたいことを諦めず、また将来の自分や家族を不安や悲観的にとらえるので
はなく、自分の幸せは自分で作っていくという意識で個人、地域、社会での活躍につなげる。

事業
目的

内容

方法
手段

DAY1
・特に女性は妊娠、出産、
更年期などホルモンの影
響で体調・メンタル不調
に陥るが理解されないこ
ともある
DAY２
・子育て、介護、家のこ
とは女性が行うという意
識がまだ強い。
・家計費管理における最
終決定者は日本は女性
（妻）が行う比率が高い

そのままにせず変えてい
こう。

課題の整理と共有 課題解決に向けた方策
DAY1
NHK実施「更年期と仕事に関する調査
2021」
・症状がある女性の有業率と正社員比率
が全体より低い
・医療費がかかり、食費や子どもの習い
事に影響があることもある。
経済産業省 ヘルスケア産業課
・ヘルスリテラシーの高い女性の方が仕
事のパフォーマンスが高い
・女性特有の健康課題で職場で諦めたこ
とがある。43％

DAY2
男女共同参画局 現在の不安（40～50
代）・男女とも現在や将来について「お
金」に関する悩みが多い

・40代が他の年齢層よりお金の悩みが
高い
・収入」「貯蓄」と共に「年金」が上位
を占める

参加者全員のセミナー

男女共同参画推進
の理解 情報収集、現状把握

連携先

事業
プロセス

【事業名】４０歳から考える自分で作る幸せのカタチ講座

振り返り

30代後半～50代が陥る「ミッドライフクライシス」と言われる不安障害、仕事にマイナスの影響がある「更年期ロス」また「年金支給」「人生１００年」「介護」などこの年代か
ら多くの問題に直面していく。個人の問題だけでなく更年期ロスの経済的損失は約4,200億円 男性2,100億円 合計6,300億円にも上る社会の損失にもつながる。

問題
現状

熊本市男女共同参画センターはあもにい

評価
指標

・参加者アンケート１～５段階の評価 4.3以上

・直後のアンケート

次の行動につなげららる
ようなフォローアップと
して
「再就職」や「スキる
アップ」「WLB]「資格
取得」など関連の講座を
紹介する。

DAY1
◎自分できる具体的なアクション
・健康面
・仕事面
・家庭

DAY2
◎お金の具体的対策
・これから入ってくるお金
・年金や介護
・安心できる流れを作る
◎100年時代を幸せに生きるには
・ウェルビーイング（身体的・精神
的・社会的に良好）であるために。
◎年を重ねるほど人生は楽しくなる
理由

DAY1
◎健康維持について心がけているこ
と、目指していくこと。
◎我慢をしたり、諦めていることは
ないか。（思い込みもある）
・仕事面・家庭
～どう周りに伝え改善するか～

DAY1
◎これからかかってくるお金は。
・子どものこと、介護など
・どれだけ必要になるのか
・いまから準備できること
◎自分らしい幸せのカタチとは
・悦びを感じることとは
・人とのつながりを大切にするには

個人ワーク、グループワーク参加者全員のセミナー 個人ワーク、グループワーク 紙・WEBフォーム

対象
定員

30歳後半以降の女性 （30名）

1日目 ：40代からの女性のカラダとココロの変化を知る
2日目 ：キャリア形成や働き方、将来のお金の話

期間
回数

予算 講師料 3万円～5万円

事業
目標

①自分のこれからの体調変化や対策を知る②キャリアや正規雇用、自分らしい働き方を諦
めない方法 ③資金形成やこれからかかるお金、年金の情報を知り準備する

実施
体制

熊本市男女共同参画センターはあもにい 婦人系クリニック ファイナン
シャルプランナー キャリアコンサルタント

【位置づけ】熊本市男女共同参画基本計画「9.女性のキャリアアップ支援」「10.多
様な働き方への理解を促す情報の提供」「16.生涯を通じ健康であるための支援」

課題 体調不良から仕事ではキャリアを諦めたり離職を選ぶこともある。仕事以外の先々の不安（介護、お金）が大きくなっていく状況も情報を知っていくことで対策をとれたり、漠然
とした不安からの解放につながる。

独立行政法人国立女性教育会館 令和5年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」

１時間 １時間


